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幕張新都心モビリティコンソーシアム マイクロモビリティ PT 

（第 4 回）議事要旨 

 

時間： 2023 年 1 月 25 日(木) 10:30～12:30 

場所： オンライン開催 

出席： OpenStreet 株式会社 

 株式会社アイシン 

 株式会社 NTT ドコモ千葉支店 

 株式会社建設技術研究所 

 シャープ株式会社 

 株式会社千葉ステーションビル 

 千葉市 

 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 

以上（順不同） 

 

 

議題 

（1） 来年度に向けた施策案の具体化・来年度の体制について 

ア. 各社取り組みたい内容の発表 

イ. 発表を受けてグループワーク 

（2） 来年度体制について 

ア. 今年度 PT の振り返り 

イ. 来年度に関するアンケート結果の共有 

ウ. 来年度の体制に関するグループワーク 

 

配布資料 

資料１ 第 4 回マイクロモビリティ PT 

 

議事内容 

1. 開会 

2. 議題 

（1） 来年度に向けた施策案の具体化・来年度の体制について 

ア. 各社取り組みたい内容の発表 

◼ 事前にご準備いただいた資料をもとに各社発表・質疑応答を実施 

イ. 発表を受けてグループワーク 

◼ ワークシートを活用したグループワークを実施 
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（2） 来年度体制について 

ア. 今年度 PT の振り返り 

◼ 千葉市より資料 1 に沿って説明 

◼ 第 2 回 PT までの振り返り 

➢ これまでの検討の成果 

 マイクロモビリティに関しては、乗車体験・社会受容性の課題、広報・PR

の課題、他サービス連携の 3 つの議題について検討 

 モビリティステーションに関しては、機能要件、機体要件について検討 

➢ 今後の課題・要対応事項 

 マイクロモビリティに関しては、これまでの検討を踏まえた具体化が重

要。具体化にあたり、事業者を主体とした検討とコンソ会員を含めた検討

の両方が必要 

 モビリティステーションに関しては、設置場所の決定などにあたってモ

ビリティ利活用 PT との連携が必要 

◼ 第 3 回 PT(モビリティステーション視察)の振り返り 

➢ モビリティステーション視察での気づき 

 今後の取り組みに繋がる内容も詳細にまとめてあるため、目を通してい

ただきたい 

➢ モビリティステーション視察を踏まえた幕張新都心におけるモビリティステ

ーションの結論 

 立地：人の往来があり、視認性の高いところに設置。加えてサイネージに

よる安全啓蒙や情報提供で利用を促進 

 モビリティ：地域交通と連携し、マンモス住居地区の利用推進。立地から

台数や種類をアレンジして設置する必要あり 

 機能：充電設備、フリーWi-Fi の設置、カフェなどを設置。それに伴い、

付加機能・サービス連携の検討をする必要あり 

➢ 幕張新都心におけるモビリティステーションの残論点 

 皆さまの意見から浮かび上がる残論点として、事業主体や設置場所など

を具体化していくフェーズに入ったことが見受けられる 

イ. 来年度に関するアンケート結果の共有 

◼ 千葉市より資料 1 に沿って説明。 

➢ モビステ設置に必要なこと 

 整備主体や費用負担の在り方を決定すべきという意見が多数 

➢ マイクロモビリティ PT の体制について 

 体制を変えた方がいいという意見が多数。具体的には、関係者を絞って議
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論をより明確化するべき、各企業の参加目的に合った体制の構築をする

べき等の意見が挙げられた 

➢ 来年度の体制案 

 来年度は具体的事案に対して実施主体(リーダー)を筆頭に各 PT を設置

することで、小規模で迅速に動ける体制にする方針をとる 

ウ. 来年度の体制に関するグループワーク 

テーマ：来年度の体制について 

◼ ワークシートを活用したグループワークを実施 

 

3. 連絡事項 

◼ 事務局より下記事項について説明 

➢ 第 3 回モビリティ WG を 2 月下旬もしくは 3 月上旬に開催 

➢ 第 5 回総会を 3 月 10 日 14:30~15:30 に千葉市役所新庁舎（高層棟２階）にて

開催 

 

4. 閉会 

以上 


